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流
れ
）
を
知
る
こ
と
が
、
市
の
持
続
的

維
持
・
発
展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
限
ら
れ
た
財
源
を
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
く
の
か
が
大
変
重
要
だ
。

大
森
　
ど
の
よ
う
な
賑
わ
い
戦
略
、
安

全
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

政
策
監
　
駅
を
中
心
に
東
西
広
場
整
備
、

図
書
館
建
設
等
で
人
が
集
ま
れ
ば
活
性

化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
同
時
に
安
全
対

策
も
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。

大
森
　「
ゆ
・
ら
・
ら
」
を
核
と
し
た
地

域
資
源
、
特
に
「
食
と
農
」
を
融
合
さ

せ
た
他
の
自
治
体
に
な
い
持
続
可
能
性

の
あ
る
長
期
的
戦
略
を
。

市
長
　
長
期
的
戦
略
で
取
り
組
み
た
い
。

難
波
　
高
梁
市
子
ど
も
医
療
費
の
給
付

期
間
は
、
18
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
と
あ
る
が
、
高
校

を
卒
業
す
る
ま
で
と
改
正
す
る
こ
と
。

健
康
福
祉
部
長
　
現
行
制
度
で
ご
理
解

願
い
た
い
。

難
波
　
市
道
、
農
道
及
び
林
道
の
維
持

管
理
作
業
は
市
が
責
任
を
持
っ
て
行
う

こ
と
。
草
刈
作
業
報
奨
金
の
引
き
上
げ

で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
円
滑
化
を

図
る
こ
と
。

産
業
経
済
部
長
　
業
務
委
託
と
い
う
考

え
で
は
な
く
、
奉
仕
作
業
に
対
す
る
報

奨
金
と
し
て
交
付
し
て
い
る
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

大
森
　
定
住
促
進
を
進
め
る
た
め
に
は

Ｊ
Ｒ
で
東
西
に
分
断
さ
れ
た
中
心
市
街

地
の
土
地
区
画
整
理
事
業
を
強
力
に
推

進
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
昭
和
32
年
計
画
の
都
市
計
画
街

路
を
中
心
に
し
て
、
土
地
区
画
整
理
を

進
め
る
べ
き
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
新
た
な

方
向
性
を
考
え
て
い
く
。

大
森
　
土
地
区
画
整
理
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
中
心
市
街
地
の
利
便
性
を
生
か

し
た
県
南
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
の
定

住
策
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
宅
地
整
備
・
住
宅
供
給
を
進
め

て
い
き
た
い
。

大
森
　
高
梁
市
の
産
業
構
造
（
お
金
の

難
波
　
本
市
の
農
業
集
落
と
住
環
境
を

守
る
た
め
、
専
業
、
兼
業
を
問
わ
ず
成

り
立
つ
農
業
の
推
進
を
求
め
る
。

産
業
経
済
部
長
　
ブ
ド
ウ
・
ト
マ
ト
で

は
経
営
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
全
て
の

農
家
と
な
る
と
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
を
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

難
波
　
コ
メ
の
生
産
費
と
販
売
価
格
の

差
額
を
補
填
す
る
「
不
足
払
い
制
度
」

の
創
設
と
、
農
業
の
多
面
的
機
能
を
正

当
に
評
価
し
た
所
得
補
償
の
実
施
を
国

に
要
請
す
る
こ
と
。

産
業
経
済
部
長
　
国
は
経
営
所
得
安
定

対
策
を
導
入
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今

後
の
動
向
を
見
て
対
応
す
る
。

⁃⁃ 家族経営でも成り立つ農業
振興策について
⁃⁃ＴＰＰ交渉からの撤退について
⁃⁃私学である高梁日新高校に
対する助成について
⁃⁃高梁市子ども医療費給付に
関する条例の拡充について
⁃⁃高梁市道路維持管理作業奨
励金について

⁃⁃産廃処分場計画について

⁃⁃まちづくり事業の分類、整理
について

⁃⁃介護保険制度について

⁃⁃近藤市政の2期目における高
梁市の未来予想図を聞く

⁃⁃新庁舎建設と駅周辺整備に
ついて

⁃⁃朝霧温泉「ゆ・ら・ら」の利活用
と地域振興について

⁃⁃防災行政無線について

⁃⁃県道新見川上線の大雨によ
る通行止めについて

大森 一生

難波 英夫

平
成
31
年
度
の
目
標
人
口
3
万

3
0
0
0
人
を
達
成
す
る
た
め
に
は

産
業
連
関
表
、
産
業
構
造
分
析
、

波
及
効
果
分
析
の
必
要
性
に
つ
い
て

朝
霧
温
泉
「
ゆ
・
ら
・
ら
」
を
生
か
し

た
市
民
福
祉
向
上
と
地
域
活
性
化
を

駅
舎
周
辺
整
備
、
図
書
館
建
設
に
よ

る
活
性
化
戦
略
と
安
全
対
策
に
つ
い
て

疑
問
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
近

隣
の
市
や
町
に
対
し
て
理
解
と
協
力
を

求
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
行
政

と
し
て
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
。

宮
田
　
国
が
検
討
し
て
い
る
改
正
内
容

で
は
、
要
支
援
と
要
介
護
１
や
要
介
護

２
で
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
市
民
に
一

番
近
い
自
治
体
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今

回
の
改
正
の
問
題
点
を
国
に
提
起
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
現
段
階
で
は
国
は
内

容
を
検
討
中
で
あ
り
、
具
体
的
な
資
料

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
基
礎
自
治
体
と

し
て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
県
や

国
に
意
見
を
上
げ
て
い
く
。

宮
田
　
高
梁
川
支
流
の
佐
与
谷
川
上
流

に
、
岡
山
市
の
民
間
会
社
が
「
安
定
型

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
を
計
画

し
、
許
認
可
権
を
持
つ
岡
山
県
と
事
前

協
議
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
施
設
に
は

水
の
処
理
施
設
が
な
く
、
も
し
有
害
な

物
質
が
混
入
す
れ
ば
、
津
川
・
巨
瀬
簡

水
の
水
源
や
、
田
畑
が
汚
染
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
住
民
は
反
対
署
名
や
法

廷
闘
争
に
向
け
資
金
カ
ン
パ
活
動
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ご
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

市
長
　
市
と
し
て
も
住
民
に
不
安
を
与

え
る
施
設
の
建
設
に
は
反
対
で
あ
り
、

県
に
対
し
て
市
長
・
議
長
連
名
で
建
設

反
対
の
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。
県
か

ら
求
め
ら
れ
た
意
見
書
で
も
16
項
目
の

宮田 好夫

高
梁
川
の
水
を
守
る
た
め
に

さ
ら
な
る
取
り
組
み
強
化
を

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

家
族
経
営
で
も
成
り
立
つ

農
業
振
興
対
策
を
求
め
る

子
ど
も
医
療
費
給
付
の
充
実
を

コ
メ
の
「
不
足
払
い
制
度
」
創
設
を

高
梁
市
道
路
維
持
管
理
作
業
報

奨
金
に
つ
い
て

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
防
災
行
政
無
線

の
廃
止
に
つ
い
て
は
方
針
を
改
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

総
務
部
長　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
行
政
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
使
用
し
て
、
今
後
行
政
放
送
を

充
実
し
た
い
。

内
田　

県
道
新
見
川
上
線
は
地
域
に

と
っ
て
は
幹
線
で
あ
る
。
時
間
雨
量
が

35
ミ
リ
、
総
雨
量
１
５
０
ミ
リ
を
超
え

る
と
、
例
え
通
行
で
き
る
状
況
で
も
一

方
的
に
県
に
よ
っ
て
全
面
通
行
止
め
の

対
策
が
な
さ
れ
る
。
地
元
自
治
体
と
し

て
県
と
協
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
　
県
と
市
で
定
期
的
に
協
議

を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
状
況
等
を
伝

え
て
い
る
。

内
田　

災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
基
幹
と
し
携

帯
電
話
メ
ー
ル
で
補
完
す
る
と
し
て
い

る
。
防
災
行
政
無
線
は
使
用
不
能
と

な
っ
た
時
、
廃
止
す
る
と
し
て
い
る
が

現
状
は
基
幹
も
補
完
も
十
分
対
応
で
き

て
い
な
い
。
充
分
な
伝
達
手
段
が
確
立

す
る
ま
で
は
、
防
災
行
政
無
線
を
修
繕

を
含
め
て
維
持
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

情
報
伝
達
手
段
と
し
て
は
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
を
基
幹
と
し
て
携
帯
電
話
メ
ー
ル

で
補
完
す
る
考
え
で
あ
る
。
現
状
は
ど

ち
ら
に
し
て
も
１
０
０
％
で
は
な
い
。

充
分
な
伝
達
手
段
が
構
築
で
き
る
ま
で

は
防
災
行
政
無
線
を
維
持
す
る
。

内
田　

防
災
行
政
無
線
は
防
災
の
他
、

行
政
放
送
も
あ
る
。
音
声
を
使
っ
て
地

域
の
情
報
を
伝
達
し
て
い
る
こ
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
有
効
な
方
法
で

内田 大治
県
道
新
見
川
上
線
の
大
雨
に
よ

る
通
行
止
め
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

Q.家族経営でも成り立つ
農業振興対策を求める

A.国・県の制度を活用し
て経営をしてほしい

Q.「安定型産業廃棄物最
終処分場」に対して、反
対の取り組み強化を！

A.建設反対の立場で引
き続き取り組みを進め
ていく

Q.総額 50億円を超える
大型公共投資が計画、
予定されている。近藤
市政の2期目における
高梁市の10年、20年
先の未来予想図を聞く

A.少子・高齢化に対応し
たコンパクトなまちづ
くりを目指していく

Q.防災行政無線は故障し
たとき廃止にするのか

A.充分な方法が確立す
るまでは維持する


